
キャンパスは福岡歯科大学に隣接。きらきらと自然
光が吹き抜けのホールに降り注ぐ校舎が完成する
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　歯科治療は虫歯や歯周病を治すだけでなく、全
身の健康と深くかかわっているため、全身の健康を
保つために欠かせないことが分かってきている。そ
のため、医療・介護・福祉の現場では口腔医学や口
腔ケアの知識や技術を持った看護師が求められ始
めた。そうした要望に応えるため、福岡市早良区で
福岡歯科大学を運営する学校法人福岡学園（水田
祥代理事長）が来年４月、福岡歯科大学と同じキャ
ンパスに福岡看護大学を開学する。「看護学」に「口
腔医学」を取り入れた看護教育は大いに注目され
ている。
　日本人の3大死因は従来、「がん」「心疾患」「脳
血管疾患」だったが、厚生労働省の人口動態統計
では、平成23年から「肺炎」が「脳血管疾患」に
換わって3位になっている。高齢者の場合、肺炎の
70％以上は飲食物などが誤って気管や気管支内
に入る誤

ご え ん せ い
嚥性肺炎といわれており、それを予防する

ための口腔ケアの重要さが大きくクローズアップさ
れてきた。
　4月に初代学長に就任する福岡看護大学設置準

備室長の窪田惠子氏は「人の価値観が多様化し、
これからの社会も不透明な時代。しかし、環境が変
わっても根幹には一人ひとりの尊厳を守ることが大切。
その人らしい最適な暮らし（well‐being）を支える
看護専門職を育成したい。病院だけでなく、看護師
の資格を持って企業や官公庁に就職したり、保健
師や養護教諭などの免許も取得が可能です。4年
間の大学生活で自分の将来につながる道を見つけ
られるよう支援したい」と語る。自身も歯科医師等
と一緒に研究をするようになって、食べることが一
層大切に思うようになったと言う。「高度な医療に
対応する力に加え、他の看護大学や専門学校では
教えられない口腔ケアは将来の職場で、大変貴重
な知識と技術になるはず」。
　日本は世界に先駆けた少子化、超高齢社会が到
来し、病院だけではなく地域で高齢者を見守り看
護する地域包括ケアシステムの充実が重要視され
ている。看護師には、医師とケアマネジャーや地域、
高齢者施設、自治体など他職種をつなげる役割が
求められており、窪田氏は「看護職は学びの連続。
全体をつなぐ要

かなめ
の存在になれるよう、日々学び続け

てほしい」と期待している。

　近年、医療現場では、
術後の感染症発症を予防
するため、大きな手術前
に歯の治療をすませるケー
スが多い。また、4月の熊
本地震では被災後１週間
足らずで、九州地区連合
歯科医師会から学校法人
福岡学園に協力要請があ
り、歯科医師と歯科衛生士が歯科医療支援活動に参
加した。歯科医師が入った地域に誤嚥性肺炎の増加
はなく、口腔ケアの大切さが再認識されている。
　高齢者にとって、口の中をきれいにすることは感染
症を防ぐだけでなく、食べたり話したりすることで脳の
活性化にも役立つと言われる。歯周病菌は肺炎のほ

かにも糖尿病の
悪 化や脳 梗 塞、
心筋梗塞・狭心
症、低体重児出
産・早産などを引
き起こすと指 摘
され、対 象 者は
すべての年代に
及ぶ。

　学校法人福岡学園は、福岡歯科大学をはじめ、医
科歯科総合病院、口腔医療センター、福岡医療短期
大学を設置し、キャンパス内には介護老人保健施設 
サンシャインシティや関連施設の特別養護老人ホー
ム サンシャインプラザなども擁している。実習先には
これらの施設のほか、九州大学病院や国立病院機構
など、高度な医療に取り組んでいる病院や、老人福祉
施設、訪問看護ステーションなどの協力が得られる体
制が整っている。

　看護師を志望する高校生は増えていますが、
私はいつも「どんな看護師になりたいかまで考
えて」と伝えています。同じ資格を取得できると
しても、専門職としての強みや付加価値は大学
によってさまざま。そこまで考えないと自分に合っ
た進学先は選べません。
　福岡看護大学が強みとするのは、高度な口腔
医学を理解した看護師の育成です。日本人の死
因の3位は肺炎なのですが、特に高齢者では食
べ物や飲み物をうまく飲み込めず、それが気管
や気管支内に入って肺炎になる「誤嚥性肺炎」
が多いのです。このように社会の高齢化が進む
今後、看護師にとって口腔医学の知識は様々な
現場で役立つ武器になることでしょう。歴史ある
福岡歯科大学での教育・研究実績が、福岡看護
大学の先駆的な教育にも生かされています。実
習先も福岡学園が持つ病院や施設、九州大学
病院、国立病院機構などの病院をはじめ充実。
豊富な実習を通じて看護師としての実力を磨け
そうです。

口腔医学と看護学が出会って
未来が求める新しい看護学が始まる

口腔に起因する疾病が増加
社会の変化に看護で対応

福岡看護大学
教 育 環 境 ・ 教 育 施 設 1年次から実習 模擬実習型シミュレーションを活用
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　福岡看護大学は4 年制で、男女
共学、定員は1学年100人。カリキュ
ラムは、「個別性に応じた最適な生活

（well‐being）を目指す看護実践能
力」「他職種と協調・協働する能力」

「在宅高齢者に対する看護実践能力」
「口腔を起点とした全身の健康支援
ができる看護実践能力」を備えた看
護専門職を育成するという4つの大
きな特色を持つ。
　そのために、他大学では2年次か
ら始まることが多い実習を1年次から
行う。1年次の前期に病院や高齢者

施設を見学。一日中ベッドで生活する
人の思いや苦痛などを知ることにより、
看護学を学ぶ動機付けとする。そし
て1年次の後期から実習が始まる。
　「実習現場で求められるのは、自
分の考えを『組み立てる』『発言でき
る』『協議できる』力です。そのために、
実習に向かう前に学内の演習に工夫
を凝らし、臨地実習さながらの模擬
実習型シミュレーションを行います」と
窪田氏。実習はどんなに勉強していて
も誰もが不安に思うものであるという。
模擬患者として医療現場で働く看護
師らが患者役となり指導や助言を学
生たちに与えながら、ディスカッション
を通して、「うまくできなかったこと」は
「どうすべきだったのか」などの対策
を話し合い、臨地実習で望ましい看
護の技術を磨いていけるように学習
を積み重ねていく。実を結ぶ実習とな
ることが大いに期待される。
　最初の実習となる1年次の後期の

基礎看護学実習では、学生が一人ず
つ入院患者1名を受け持ち、患者さ
んの状況に応じた身の回りの世話を
1週間行う。例えば、ベッドから車イス
への移動や歩行の介助は決して簡単
な技術ではなく、看護には医学的知
識と技術、コミュニケーション能力な
どが必要であることを理解する。2年
次後期には、2週間の看護過程実習
で患者さんの健康上の問題を解決す
るために情報を分析し、看護計画を
立案・実施していく。3年次後期から4
年次前期にかけては専門領域の実習
を各2～3週間行う。2年次までにしっ
かり固めた基礎が土台となり、急性
期から終末期までの看護や、母性・小
児・高齢・精神などの専門分野の中で、
実践能力を習得。さらには自己学習
能力や問題解決能力を養っていく。
　窪田氏は「実習では、患者さんから
頼りにされることはとても喜ばしいこと。
ただし、患者さんの個人情報の取り

扱いは大切です。そんな中で信頼関
係を築いていけると、看護職としての
働きがいが実感できるはず」と期待す
る。
　口腔医学・ケアを教える科目は、「健
康と食生活」「口腔健康科学論」「口
腔機能援助論」「日常生活援助論演
習」「感染免疫学」など。全実習で対
象者に合わせた口腔ケアを学び、援
助技術を習得していく。口腔を起点と
して全身の健康支援を行うための看
護実践が、福岡看護大学から始まる。

キャンパスは福岡歯科大学、医科歯科
総合病院などと同じ敷地内

医療現場さながらの実習室

福岡看護大学設置準備室長
（2017年4月学長就任）

窪田 惠子氏

新大学の特徴

高齢者・妊婦等にも重要な口腔ケア
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